
 お天気に恵まれた、５月２２日金曜日、真庭市湯原・

勝山方面へ、研修旅行に行きました。勝山では、町並み

保存地区の、「のれん」を見ながら散策。高低差のある、

神庭の滝周辺では、深緑の中を流れる水の音が、心地よ

く感じられました。残念ながら､猿は見られませんでした

が、宿では昼食の後、温泉につかり、心も体もリフレッ

シュしました。 

     

 ５月２２日に郷内幼稚園、２７日にみちる保育園、２８日に郷

内小学校１・２年生が、さつまいもの苗植えを行いました。お天

気にも恵まれて、暑いくらいでしたが、楽しそうに、お友達と苗

を植えていきました。秋の収穫が楽しみです。 
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五
月
二
十
八
日
（
木
）
郷
内
公
民
館
に
て
、
平

成
二
十
七
年
度
郷
内
中
学
校
区
人
権
学
習
推
進
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

中
西
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
倉
敷
市
教
育
委

員
会
に
よ
る
人
権
学
習
の
趣
旨
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

次
に
、
前
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
監

査
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
役
員
の
承

認
を
行
い
ま
し
た
。
最
後
に
今
年
度
の
事
業
計
画
、

予
算
案
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
協
議
の
中
で
、
郷
内
中
学
校
区
が
、

人
権
学
習
推
進
事
業
を
は
じ
め
て
、
今
年
で
二
十

一
年
目
と
な
り
、
倉
敷
市
の
各
地
域
の
中
で
も
、

歴
史
あ
る
団
体
で
あ
る
こ
と
、「
郷
内
だ
よ
り
」
が
、

郷
内
中
学
校
区
で
活
動
す
る
各
団
体
の
活
動
を
紹

介
す
る
た
め
に
、
年
五
、
六
回
発
行
し
て
い
る
こ

と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

人
権
学
習
推
進
事
業
と
し
て
、
推
進
委
員
会
の

ほ
か
、
人
権
教
育
講
演
会
、
研
修
視
察
の
実
施
、

ふ
れ
あ
い
の
園
で
の
交
流
活
動
、
公
民
館
だ
よ
り

の
発
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
、
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 
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平
成
二
十
七
年
度
役
員
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武
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早
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三
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中
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内
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修
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幹
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【
新
し
く
委
員
に
な
ら
れ
た
方
】
敬
称
略 

 
 

児
島
民
主
会
館
館
長 

 
 
 

古
谷
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幹
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郷
内
幼
稚
園
園
長 

 
 
 

加
藤 

和
子 

 
 

郷
内
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

 

山
下 

洋 

 
 

郷
内
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長  

 

金
光 

賢
二 

 
 

子
ど
も
会
連
合
会
会
長 

 

藤
野 

茂 

 
 

交
通
安
全
母
の
会
会
長 

 

沖 

達
子 

 
 

各
委
員
の
方
々
も
引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

 
 

深
緑
が
ま
ぶ
し
い
、
六
月
七
日
（
日
）
郷
内
公
民
館
に
て
、
毎
年
恒
例
の
ふ
れ
あ
い
茶
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
八
年
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
記
念
す
べ
き
第
二
十
回
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
人
権
学
習
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度

も
お
茶
席
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
に
、
地
区
内
外
よ
り
、
多
く
の
皆
様
が
ご
来
館
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

神庭の滝 

 

午
前
十
時
の
開
催
を
前
に
、
郷
内
中
学
校
区
人
権

学
習
推
進
委
員
会
会
長
中
西
清
次
様
に
ご
あ
い
さ

つ
を
い
た
だ
き
、
午
前
の
ス
テ
ー
ジ
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
大
正
琴
の
皆
さ
ん
の
繊
細
で
、
優
雅
な
琴
の

音
色
が
、会
場
い
っ
ぱ
い
に
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。「
幸

せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
」
は
、
会
場
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、
楽
し
く
、体
を
動
か
し
な
が
ら
歌
い
ま
し
た
。 

 

午
後
は
民
謡
・
民
踊
の
ス
テ
ー
ジ
で
す
。民
謡
は
、

の
び
や
か
な
声
で
、
情
緒
豊
か
に
表
現
し
て
い
ま
し

た
。
民
踊
は
、
沖
縄
の
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
、
ゆ
っ

た
り
し
た
踊
り
も
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
上
で
は
、
緊
張
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
が
、
楽
し
く
唄
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
後
の
九

州
炭
坑
節
で
は
、
会
場
の
皆
さ
ん
が
、
唄
に
あ
わ
せ

て
踊
り
、
楽
し
い
会
を
し
め
く
く
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
和
室
で
は
、
お
茶
席
を
設
け
ま
し
た
。
希

望
者
に
は
、
お
点
前
の
体
験
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
花
菖
蒲
を
見
な
が
ら
、
し
ば
し
癒
し
の
時
間
を

過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

今
年
度
も
、
郷
内
婦
人
会
の
方
に
は
、
お
花
の
準

備
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
お
花

を
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
各
関
係

者
の
皆
さ
ま
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ハ
～ ア

～
♪ 

一緒に、手をたたいて、

楽しみました。 

最後は、炭坑節で
総おどり。 

 

沖縄の優雅な衣装 

花菖蒲
はなしょうぶ

満開！ 



 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

                                                  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演  題 「太極拳のすすめ」  

講 師  王
わん

 革
かく

 女史 

日 時  7 月 24 日（金） 13:30～15:00 

場 所  郷内公民館 大会議室 

※受講生以外の方は、150 円を頂戴いたします。 

一緒に、ゆったりとした太極拳の動きを、体験しませんか？

皆さんのご参加をお待ちしています。 

 

                                          

                                          

                                          

                                          

                                          

                
 
 
 
 
 
 
 

 

                          

7 月 5 日（日）9 時より 

受付開始です。 

■直接公民館で、先着順に受付します。（定員になり次第締切ります。） 

■材料費は申込時に納入してください。 

■受講料は当日徴収いたします。 

■電話・郵便での受付はしておりません。よろしくお願いいたします。 

 

対  象：小学生（小３以下は保護者と一緒に） 

定  員：15 名 

材 料 費：300 円 

受 講 料：150 円 

持 ち 物：ものさし 

対  象：小学生（小３以下は保護者と一緒に） 

定  員：12 名 

材 料 費：600 円 

受 講 料：150 円 

持 ち 物：エプロン・三角きん 

対  象：小学生（小３以下は保護者と一緒に） 

         中・高・一般 

定  員：20 名 

材 料 費：3,000 円（半分も可、材料費・焼成料込） 

受 講 料：150 円 

持 ち 物：手拭きタオル 

講師 西山 洋子 先生 

鷲羽窯 

講師 尾鷲 高明 先生 

   藤川工務店 

講師 藤川 麻美 先生 

3,000 円（700ｇ）で、 

湯のみが 2 つほど作れま

す。黒く、少し硬い土を使

って、心に残る作品を、仕

上げてみませんか？先生が

やさしく教えてくださいま

す。 

 

 

 かわいい小鳥の巣箱を、 

作ってみませんか？木の

板、金づち、くぎを使うの

で、素材の見方、道具の使

い方がわかります。 

 

演  題 「くいのない今日を生きる」 

       玉島琴友会 会主 

講  師  竹本 登代寿 先生 

日 時  8 月 21 日（金） 13:30～15:00 

場 所  郷内公民館 大会議室 

※人権教育講演会として開催します。どなたでも 

無料です。皆さんのご来館をお待ちしております。 

 写真は、昨年のものです。今年は、

「オレンジとカルピスのゼリー」、 

「フルーツグミ」を作ります。一緒

に楽しみましょう。 


